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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

 本研究は、コオロギの脳神経系を薬液により分断（ゾンビ化）した際の歩行の振る舞いの変化を調べ

ることにより、環境に応じて知的に歩行様式が変化する制御構造の根幹を探ろうとする研究である。 

これまでにゾンビ化装置や歩容解析システムの開発、ゾンビコオロギロボットの試作などは順調に

進んでいるようである。また、論文については、本研究の中核部分に関する３本を含む１９本が公表さ

れており、メンバーが８名ということを考えると標準的と判断でき、研究成果の公表は順調に進んでい

る。 

一方で、研究期間の前半で実施するとしているコオロギ脳神経系トポロジカル・ディジタルマップの

構築、ゾンビ化のための薬剤注入法の最適化など、進捗状況が分からない部分もあり、今後の進展に期

待する。 


